
三角形の外角の二等分線と比

　定理　　である△

　　の頂点における外角の二等分

　　線と辺の延長との交点は，

　　辺を：に外分する。



  
つまり，図で　：：





　　前提　　　　　　　　　　　　　　　図

　

　

　　　点より，辺，の延長上にそれぞれ垂線をおろし，その足を，と

　　する。直線はを等分しているから，……①

　図で，△



･，△




･，

　①より，△△ 　　一方，△△ 　

　したがって，　 　　　　　　　　　　　　　　　

△はであり，頂点における外角の二等分線と辺の延長との交点

 は，前提より，辺を  に外分する。      ，

したがって，　  

    
 

 

   


  

  
　

となって，１つの傍心の位置ベクトルが求められた。　　

  

     

   







Ⅳ．傍心の位置ベクトル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図　　　　

今，△の位置ベクトルを図のように定める。

の二等分線，の外角の二等分線，　　

の外角の二等分線は，点で交わる。

この点は△のつある傍心のつであり

     と定める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

直線  と辺の交点を  とすると

角の二等分線の定理より，

ゆえに，
 

 
，　次に，　だから，



 




 


よって，


 
  

五心最後の砦＝傍心の位置ベクトルに挑む！ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



　今回は「超数学」の続編である。前回，三角形の五心のうち，重心は簡単

なので省いて，内心垂心外心の位置ベクトルを求めたが，最後の砦ともいうべき「傍心

の位置ベクトル」が残っていた。傍心は図のように，三角形の辺と他の辺の延長線に

接する円（傍接円）の中心である。だから，内接円の中心である内心の仲間であり位置ベ

クトルも似ている。今回も「対称性」に驚く。そして内分と外分が見事に表現されている。

  

  

  

  
  
  





  
   
  



  
  
  







他の傍心の位置ベクトルも求めてみよう。

の二等分線の外角の二等分線の外角の二等分線も，点      で交わり　

の二等分線の外角の二等分線の外角の二等分線も，点      で交わる　

とする。　図のように，点，を定めたとき，

 は線分を  に外分し，  は線分を  に

外分することになるから，　　　　　　　　　　　　　　　　同様に，

  

    
 

 

   


  

  
，  

  

  


内接円の中心の位置ベクトル　
  

  
と比べてみよう。内心と傍心

は，「内分と外分の違い」だけであることがよくわかる。
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図 3 


